	経営革新計画承認企業(令和２年２月)




	１
	企業名
	株式会社インベストメントエージェント
	承認年月日
	令和２年２月１０日

	　
	所在地
	大阪市北区天満４-９-１３
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６-６７５５-４４２７
	
	

	　
	事業テーマ
	【再建築不可物件を再生して市場の拡大を目指す
】
再建築が出来ない物件を安価で仕入れ、リフォームとしての活用ではなく行政の許可を得て合法的に再建築が可能な土地に変える事で商品力の向上をはかり、市場の拡大、新規顧客の拡大が実現する事で、利益の増加を実現させます。加えて、社会課題である空家問題の解決に寄与致します。


	２
	企業名
	株式会社青島工業
	承認年月日
	令和２年２月１０日

	　
	所在地
	堺市堺区海山町２-１１６-1
	
	

	
	ＴＥＬ
	０７２-２２４-２６４９
	
	

	　

	事業テーマ

	【新規アタッチメントを用いた「地中障害撤去工事」及び「既存杭引抜工事」のワンストップ提供】
①新規アタッチメントと工法の工夫による「地中障害撤去工事」の実施：
新規アタッチメントを導入し、ケーシングとスクリューを独立した2つのオーガーで回転させる「セパレート式ロックオーガー工法」を採用する。

②地中障害撤去工事と既存杭引抜工事の「ワンストップ提供」による事業拡大：
セパレート式ロックオーガー工法による「地中障害撤去工事」を、当社の強みである「既存杭引抜工事」とワンストップで提供することで、更なる事業の拡大を行う。


	３
	企業名
	株式会社プラスワン
	承認年月日
	令和２年２月１０日

	　
	所在地
	枚方市南中振１-１６-２７
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２-８１３-１８３３
	
	

	　
	事業テーマ
	【過熱水蒸気技術を応用し、廃プラスチック等を処理する小型炉の開発】
　事業系の廃プラの処理は燃焼（酸化）や、海外への輸出処理で対応していたが、海外への輸出停止や植物残渣の課題も顕在化してきている。

そこで、今回、当社のノウハウを生かした過熱水蒸気技術を応用した比較的小規模の事業者用の汎用性のある小型炉を開発し、廃プラ等を炭化、油化して減量化、減容化を図ることで、新規顧客の開拓を目指す。


	４
	企業名
	タイホー通信工業株式会社
	承認年月日
	令和２年２月１０日

	　
	所在地
	非公表
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	非公表
	
	

	　
	事業テーマ
	【複数チャンネルの特定小電力無線を1つのLTE-M通信で送信することを可能にした定置網モニタリングシステムの提供
】
非公表

	５
	企業名
	江尻　雅之
	承認年月日
	令和２年２月２７日

	　
	所在地
	堺市中区堀上町２２９
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２-２４９-８４９３
	
	

	　
	事業テーマ
	【外国人労働者に特化した賃貸物件の展開】

　労働者不足の影響により、外国人労働者の活用が増加傾向にあるが、住環境の整備は進んでいない。また、人口減少の影響により空き家の増加が顕著になっている。そこで、通常の賃貸物件と外国人が求めている居住環境条件が異なる点を解消するために、リフォームによる空き家の活用を図りつつ、外国人労働者向けに設計を行った賃貸物件を開発する。


	６
	企業名
	阪上織布株式会社
	承認年月日
	令和２年２月２７日

	　
	所在地
	泉南郡熊取町大宮３-１５２５-１
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２-４５２-１１６１
	
	

	　
	事業テーマ
	【新技術開発・工程内製化による生産性向上とB C P推進】
　高密度織物の生産性を向上させる。また、省エネルギー化と工程の内製化を行い、コストを削減する。これらによって利益を向上させる。


	７
	企業名
	小川工業株式会社
	承認年月日
	令和２年２月２７日

	　
	所在地
	松原市天美西２-９-１７
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２-３３２-３２９４
	
	

	　
	事業テーマ
	【真空吸引による周囲を汚さない水道詰まり修理サービス】
本計画では、真空吸引による周囲を汚さない水道詰まり修理サービスを確立する。特注真空吸引設備と巻き付けパッキンを利用して勢いよく吸い込み、配管内を真空にすることで詰まっているものごと配管内のものを吸い出すことで詰まりを解消する。詰まっているものと一緒に配管内の水や汚物も吸い取り設備内に収めるため、従来のように作業場周辺や下の階を汚すことがなく、水を一切使わないため水道代もかからない。


	８
	企業名
	株式会社グローバルサイバーグループ
	承認年月日
	令和２年２月２７日

	　
	所在地
	大阪市北区大深町４－２０
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６-６３７１-９６３１
	
	

	　
	事業テーマ
	【土木工事現場や設備稼働管理等で使用するためのXR（拡張現実技術）を実現するソフトウェアの開発】
　　本計画内容は、２０２０年に商用化される高速移動体通信である「５G」を活用した、VR・AR・MR技術等の拡張現実技術を業種や現場で活用する専用ソフトウェア開発です。　具体的には、以下のものを計画しています。

①５Gを利用した遅延の少ない通信インフラ上でのリモートコントロールが出来る事を基本条件にオペレーションマニュアルに熟練のノウハウを組み込んだデータベースの構築

　　②AR・VR・MRからの映像データとマッピングし自動的に運用指示や異常時のオペレーションの指示が出来るソフトウェアの開発

　　③リモートコントロールによる遠隔地の運用及び異常時のオペレーションを実現できるソフトウェアの開発


	９
	企業名
	能勢酒造株式会社
	承認年月日
	令和２年２月２７日

	　
	所在地
	豊能郡能勢町吉野３５８
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２-７３５-２２２２
	
	

	　
	事業テーマ
	【SDGs環境配慮型オリジナルボトル企画・開発提供】
　当社の商品は環境保護を意識しリターナルボトル（瓶回収）方式での提供を行って来た。近年、SDGsの取組等もあり注目度が高まってきている。これらの環境変化に対応できる「取引先企業ブランドをボトルに印刷したオリジナルリターナルボトル」と「取引先企業希望の商品」の企画開発・提供を推進していく。これらの取組みにより、廃プラ、ごみ削減、取引先企業イメージ向上等、取引先企業利用者の皆様の支持を得た商品の提供を進めて行く。


	１０
	企業名
	ミラリス･アセスメント株式会社
	承認年月日
	令和２年２月２８日

	　
	所在地
	大阪市北区西天満４-１３-８
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６-６３４６-９７３７
	
	

	　
	事業テーマ
	【工事注意喚起看板の開発及びホログラム映像プラットホーム開発事業】
　工事標識をLED回転式ホログラムディスプレイのクラウドを使用して工事標識の映像を配信することで使用したい人が使用したい時に映像をダウンロードして利用できるようにします。利用者は本体を購入又はレンタルし映像データをクラウド利用料を支払って利用するモデルを想定しています。


＊事業テーマの説明内容は承認企業のコメントをそのまま掲載しています。
